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3．レイヤ 2仕様 

 
3.1 POS プロトコル 

 
POS(PPP over SONET)の規格としては、以下の規格を用いる。 
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別表２：IPトランスポート仕様 
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a.4.  トランスポートレイヤインタフェース 

トランスポートレイヤインタフェースについての選択条件を付表a-4に記載する。 

 

付表 a-4  トランスポートレイヤインタフェース 

選択肢 
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a.6.  レスポンスメッセージ 

レスポンスメッセージについての選択条件を付表a-6に記載する。 
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【付属資料b】 
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Ý TR

R

RTRT

B

：

c











協定事業者 
当社装置 ※

装置 

当社装置 

置

6 2 T j 
 9  0  0  9  1 4 3 . 1 6 1 2 7 4 T 
 / C 2 . 3 4 4 9  1 8 0 9 9 8 2 6 7 A 6  2 D B 9 4 >  0  0  9  5 2 2 4 0 2 B 2  4 0  m 
 2 1 3 1 f 4 4 9  1 8 0 9 8 0 5 0  
 B - 0 3 B 9 4 >  0  0  9  1 2 2 4 D 1 1 e 
 3 0 1 4 
 f 4 4 9  1 8 0 9 9 2 M C < 6 7 1 5 B 9 4 >  0  0  9  1 4 0  m 
 2 1 3 1 f 4 4 9  1 8 0 9 9 2 3 1 7 A 6  2 D B 9 4 >  0  0  9  5 2 8 0 4 B 0 0 F 3 4 5 . 9 4 1 3 1 f 4 4 9  4 2 8 . 8 8 3 5 7 A 6  2 D B 9 4 >  0  0  9  5 2 0 D C 4 B  1 1 1 3 . . 2 5 9 6 3 4 1 > T 4 5 3 3 8 A 3 9 C < 6 7 1 5 B 9 4 >  0  0  9  0 9 B 3 . . 2 5 9 6 3 4 1 > T 4 6 0 9 4 2 1  C < 6 - 0 3 B 9 4 >  0  0  9  1 4 0 2 5 6 . 6  1  4 C  2 7 1 6 0 1 3 D C  
 B c  9  0  0  9  4 0 2 . 8 3 9 9  5 � p � þ 
 ÷

� ) p �









Copyright(c) 2007 東日本電信電話株式会社 
Copyright(c) 2007 西日本電信電話株式会社 

 

別表４技術資料１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㎈㎈㎈㎈㎈㎈㎈㎈㎈







・ スイッチ間検査フレーム（R-CC）によりリンクごとに監視。 

Iを送信。 
 

 

・ R-CCをR

ふ ク ム俒



2.1.2 経路制御機能 
において、ユーザフレー









進表記として MSB を bit 8 とする。例えば Ring-ID が「1000」の場合の bit 列は
「0000001111101000(2byte)」となる。 
 
 

表







R-AISを受信した際に，当該ドメインを Forwarding状態に遷移する。 
ü 受信したR-AISのFlushフラグがONの場合，FDBをFlushする。続けてR-AIS
を受信しても Flush回避時間の間は FDB Flushしない。 

・ 転送 
ü 受信した浸靧







 



2.3 ERP機能の詳細 
 
2.3.1 R-CC処理 
 
・ R-CCの送信開始処理 
ü R-CC/R-RDIの送信 

Õ R-CC，R-RDIの何れかを受信：R-CC送信 
Õ R-CC，R-RDIの何れも未受信：R-RDI送信 

ü R-CC送信開始 
Õ CLI による R-CC 送信開始コマンド投入，もしくは隣接ノードから R-CC もし

くは R-RDI を受信した場合に，両論理ポートから R-CC を送信開始。ただし，
R-CC Stopにより送信を停止した論理ポートは，逆側論理ポートの R-CC受信
による R-CC送信開始は行わず，CLIによる送信開始のみを行う。 

Õ ただし，共用論理ポートから R-CC/R-RDI を受信した場合は，逆側論理ポート
からの R-CC送信開始は行わない。 

ü R-CC送信開始時の故障監視 
Õ R-CCを送信開始したら，隣接ノードからの R-CCを受信するまで，自スイッチ
の R-CC送信間隔デフォルト値とロスト判定回数で故障監視を行う。 

Õ 故障を検出した場合は，通常の故障検出と同様に，

“;�°
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2.4.1 A-B間両方向故障 
図 2-12にA-B間両方向故障発生時の優先リング(R1)のプロテクションシーケンスを示す。 
 

 
図 2-12 A-B間両方向故障発生時の優先リング(R1) 

 
常時は、ス∵図㎈ ㎈ ㎈ ⊿ 极



する。このとき、着 RN-IDと発 RN-IDを入れ替える。また、R-AIS Ackの Flush
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図 2-15スイッチ Bの故障発生時の非優先リング(R2) 

 
スイッチ Bの故障が発生すると、スイッチ Bが接続されているスイッチ A,I図





ない。スイッチ E が逆側リングポートから R-CTL[rstr Ready]を受信すると、リングポ

2

ート e1において、ドメイン:1の状態を admin Blockingに遷移させ、リングポート e1か
ら R-CTL[rstr FWD]



信すると、該ドメインについて recovery Blockingを Forwardingに遷移させる。  
 
2.5 状態遷移表 

 
本節では、これまで解説してきた仕�Š
…







R-CTL[rstr FWD]受信
通知 from  





1

回避時間 

スイッチ 2sec 500msec～5sec 500msec 7 FDB Flu


